
1 学期を終えて                        校長 妹尾 雅巳 

 

  
 

 

 

 

 

     

74 日間の 1 学期が終了しました。赤泊中学校との統合の年ということもあり、例年以上に保護者

の皆様や地域の皆様からのご期待とご関心を強く感じた学期となりました。 

そのため、多くの場面で学校の様子についてお尋ねを受けることがありました。なかでも、赤泊から

転入した生徒たちの様子についてご質問をいただくことが多く、保護者の皆様だけでなく、地域の

方々からも温かく見守っていただいていることの表れだと受け止め、心より感謝申し上げます。 

 

学校では、生徒会を中心に「地域のために何ができるか」を考え、朝の街頭あいさつを実施しました。

コメリ前での活動をご覧になった方もいらっしゃるかもしれません。通りかかる車の中から手を振っ

てくださったり、お辞儀で応えてくださったりしたことに、生徒たちも大変喜んでおりました。 

また、今年度から生徒の希望制で地域のお祭りにも参加しています。生徒会の呼びかけにより、羽

茂まつりには 123 名が参加し、赤泊港まつりにも 85名の希望者が集まりました。小木港まつりも申

し込みが始まったばかりですが、これまでの様子から多くの参加が期待されます。今学期は、生徒たち

が自ら進んで地域に関わろうとする姿が数多く見られた学期でもありました。 

さて、学校生活においては、大きな事件や事故がなかったことが何よりの成果でした。しかしながら、

全校で156名の生徒が共に過ごす中で、多少のトラブルやすれ違いが生じることは避けられません。

また、思春期にある生徒たちは、心の状態が繊細に変化しやすい時期でもあります。 

そうした時に大切なのは、「何に困っているのか」「何に悩んでいるのか」を明確にし、整理すること、

そして「どう対処するのか」「どう関わるのか」を具体的に考えることです。困りごとの把握には、生徒

本人や保護者の皆様の思いを丁寧に聴き取ることが欠かせません。そして対応については、学校と家

庭が連携し、できることを模索し実践していく必要があります。 

 

今学期は、教職員に対しても、生徒一人ひとりの小さな変化や言動に敏感に気づき、様々な視点か

ら見取り、丁寧に関わるようにとお願いしてきました。その結果、早期発見・即時対応に努めることが

できた場面が多くありました。保護者の皆様にもご協力いただいたことと思います。 

 

人は、ともすると問題が起きた際に、他者に原因を求めがちです。エスカレートすると、細かな言葉

や態度にまで不満を募らせてしまうこともあります。そうならないためにも、学校と保護者がともに冷

静に向き合い、今できる最善の対応をしていくことが大切だと考えております。 

 

保護者の皆様には、これまでご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。今後とも、何か気に

なることがございましたら、遠慮なくご連絡いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育目標「自尊 共生 創造」 佐渡市立南佐渡中学校 
学校だより ８月号 
R7.7.24 発行  
No.78 学校 HP もご覧ください 



 

女子 

・800m   

・1500m     

・走高跳     

・走幅跳 

 

 

   

       

    

  

※出場者を紹介します 

 

  

   

          

  

 

 

 

【陸上競技】 
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【上位大会の記録】 
通信陸上大会新潟県大会   

 

 

 

 

 

 

新潟県中学校体育大会 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 の 主 な 行 事 予 定 

2 日(土) 赤泊港まつり             
5 日(火) さど脱炭素未来ワークショップ           

  17 日(日) 離島甲子園（～23日 宮古島）     
  
 

21 日(木) わたしの主張佐渡地区大会 
22 日～24日 宿根木観光ボランティアガイド活動 
26 日(火) ２学期始業式 
 

たらい舟・さざえ祭りに参加しました 
当日、生徒たちは笑顔を絶やさ

ず、踊りを披露しました。途中、

トラブルにより音楽が止まりま

したが、生徒たちはとっさに「そ

れ！それ！」と元気な掛け声を上

げ、観客の皆さんからも温かな手

拍子が自然と起こり、見事に踊り

をつなぐことができました。 

地域の行事に参加し、地元の

方々とふれあう中で、生徒たちは

「地域の一員」としての自覚を深

め、大きな達成感を得ることがで

きたようです。 

 

体育祭の軍が決まりました！ 
全校朝会の場で、体育祭に向け

た「軍団決め」が行われました。

実行委員を中心に、各学年で工夫

を凝らした方法でメンバーが発

表され、会場は大いに盛り上がり

ました。特に３年生からは、大き

な歓声が上がり、体育祭への期待

感が一層高まりました。 

これから始まる応援練習や団

活動が、学年を越えた絆を深め、

体育祭当日につながっていくこ

とを楽しみにしています。 

 

南佐渡万葉創作活動 
「南佐渡万葉創作活動」が行

われました。今年度は、地域の

文壇家６名の皆様を講師とし

てお招きし、ご指導をいただき

ながら、万葉集を題材にした創

作に取り組みました。 

豊かな自然と歴史が息づく

南佐渡の地を背景に、生徒一人

ひとりが思いを込めて言葉を

紡ぐ貴重な時間となりました。

ご協力いただいた講師の皆様

に、心より感謝申し上げます。 

【女子バドミントン部】 

団体 

・１回戦 南佐渡中 ０―３ 豊栄ジュニア 

ダブルス 

・1 回戦 石塚乙羽、鈴木夕凛ペア ０―２ VERTEX  

 詳細は QR コードをご覧ください   

当校では、学校からの連絡手段として「校支援保護者メール」を活用しています。行事のお知らせだけでなく、災害や不審

者情報など、緊急時の大切な連絡にも使用しております。つきましては、確実にメールを受信できる状態にしておいていただ

き、メールが届きましたらすみやかにご確認くださいますようお願いします。ご協力をお願いいたします。 

宿ボラガイド 相川中との交流会 
北沢浮遊選鉱場をガイドしている相

川中の生徒の皆さんが宿根木を訪れ、本

校の生徒によるガイドを体験しました。

その後は、ガイド活動を通して得たこと

や工夫している点などについて、意見交

換会を行いました。地域の魅力を伝える

活動を通じて、学校の枠を越えた交流が

実現し、貴重な経験となりました。 


